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計画

・６５才以上の高齢者を対象に「福祉
委員だより」の配布（安否確認）。
・７５才以上の一人暮らしの方を対象に
「お元気ですか」事業（安否確認）。

500

・高齢者に役立つ情報がお届けできる。
・高齢者の安否確認ができる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

220,000

100,000

500

3

3

2

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 福祉委員会

事業名 高齢者福祉の向上事業 １

事業内容

・６５才以上の高齢者を対象に「福祉
委員だより」の配布（安否確認）。
・７５才以上の一人暮らしの方を対象に
「お元気ですか」事業（安否確認）。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 683

事業効果

・高齢者に役立つ情報を届けることがき
たこと、高齢者の安否確認ができるとと
もに、お茶か味噌汁を届けることにより
高齢者にも喜んでいただけたことで、高
齢者福祉の向上に寄与した。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 240,810

助成金充当額（円） 100,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 高齢者への訪問件数

目標値/実績値 683



2

計画

・７５才以上の高齢者を対象にした敬
老事業。

2,500

・商品券等を渡すことで安否確認が確
実にできる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

1,400,000

700,000

2,500

3

3

3

3

達成・未達成
の要因

概ね達成できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 お元気商品券を手渡しした数

目標値/実績値 2,430

事業内容
・７５才以上の高齢者を対象にした
敬老事業。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 2,430

事業効果
・商品券の配布により、安否確認も
同時にでき、高齢者福祉向上に寄与
した。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 1,278,905

助成金充当額（円） 700,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 社会福祉協議会

事業名 高齢者福祉の向上事業 ２
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計画

・上宇部小学校で自転車安全講習。
・交通安全運動期間中の安全旗設置及
び撤去。
・地区イベント時の交通整理。
・カーブミラー、標識の設置。

600／小学生対象

・子どもに自転車の正しい乗り方を指
導することで、自転車事故の発生が防
げる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

450,000

50,000

0

3

3

2

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 交通安全協会上宇部分会

事業名 地域防災強化事業 １

事業内容

・上宇部小学校で自転車安全講習。
・交通安全運動期間中の安全旗設置
及び撤去。
・地区イベント時の交通整理。
・カーブミラー、標識の設置支援。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 600／小学生対象

事業効果
・子どもに自転車の正しい乗り方
を指導するなど、交通事故ゼロに
寄与した。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 270,000

助成金充当額（円） 50,000

達成・未達成
の要因

達成できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 自転車事故数

目標値/実績値 0
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計画

・防災訓練の実施。
・各自治会防災訓練の助成。
・防災備品の補填。
・防災意識の向上に関する啓発活動
（防災新聞の発行）。

800

・防災意識を高め、災害に強い地域づ
くりが推進できる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

256,000

60,000

800

2

2

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 自主防災会

事業名 地域防災強化事業 ２

事業内容

・防災研修の実施。
・各自治会防災研修の助成。
・防災備品の補填。
・防災意識の向上に関する啓発活動
（防災新聞の発行）。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 400

事業効果

自治会⻑合同の防災研修会や中学生
を対象にした防災研修会、救命講座
を実施するなど、地区内の防災意識
の向上に寄与した。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 272,837

助成金充当額（円） 60,000

達成・未達成
の要因

自治会での防災訓練は実施できた
が、地区全体での防災訓練が実施で
きなかった。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 防災訓練（研修）／参加者

目標値/実績値 400
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計画

・防犯対策地区内パトロール。
・防犯パレード。

120

・防犯意識を高め、犯罪を見逃さない
地域づくりが推進できる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

35,000

25,000

120

3

3

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 防犯連絡所指導員協議会

事業名 地域防災強化事業 ３

事業内容
・防犯対策地区内パトロール。
・防犯パレード。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 120

事業効果
・防犯パレードなどを通じ、防犯対
策、防犯意識の向上に寄与した。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 68,413

助成金充当額（円） 25,000

達成・未達成
の要因

警察や消防団など関係機関と合同
で、防犯パレードが実施できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 防犯パレード参加者

目標値/実績値 120
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計画

・自治会対抗ソフトボール大会、ソ
フトバレーボール大会、市⺠球技大
会参加。
・カローリング大会、グランドゴル
フ大会。

100

・スポーツを通じて、住⺠同⼠のコ
ミュケーションが推進できる。
・健康寿命の延伸。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

245,000

100,000

100

2

3

1

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 体育振興会

事業名 健康づくり事業 １

事業内容
・市⺠ソフトボール大会、ボッチャ
大会参加。
・自治会対抗球技大会の実施。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 100

事業効果
・スポーツを通じて、住⺠同⼠のコ
ミュケーションが図れたとともに、
住⺠の健康づくりにも寄与できた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 119,235

助成金充当額（円） 100,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 全種目参加者数

目標値/実績値 100
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計画

・がん検診受診啓発活動。
・毎朝ラジオ体操。
・シニア健康講座開催。

前年度より増加目標

・健康になるために、様々なイベン
トに積極的参加するようになる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

180,000

50,000

前年度超え

3

3

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 健康かみうべ２１

事業名 健康づくり事業 ２

事業内容

・健康ウオーキング、講演会。
・毎朝ラジオ体操。
・シニア健幸教室。
・カローリング大会。
・グラウンドゴルフ大会。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） ２２０人

事業効果
・さまざまなプログラムを開催する
ことで、高齢者の健康増進に寄与で
きた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 166,421

助成金充当額（円） 50,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 イベントへの参加者数

目標値/実績値 ２２０人
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計画

・授業サポート。
・地域住⺠の授業参加。
・児童と地域住⺠の交流活動。
・地区イベントにおけるボランティ
ア参加。

前年度より増加目標

・授業参観あるいは授業参加をする
ことで、生徒とのコミュニケーショ
ンが取りやすくなる。
・地区へのボランティア参加は生徒
の健全育成につながる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

100,000

100,000

前年度超え

3

3

2

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 小学校運営協議会

事業名 小中学校連携事業 １

事業内容

・地域住⺠による授業サポート、授
業参加。
・児童と地域住⺠の交流活動。
・三世代交流清掃等におけるボラン
ティア参加。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 1,100

事業効果

・授業参観、授業参加をすること
で、児童とのコミュニケーション向
上に寄与できた。
・地区へのボランティア参加は児童
の健全育成に寄与できた。

事業期間

予算額/決算額（円）

助成金充当額（円）

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

100,000

100,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 地区イベントへのボランティア参加数

目標値/実績値 1,100
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計画

・授業サポート。
・地域住⺠の授業参加。
・生徒と地域住⺠の交流活動。
・地区イベントにおけるボランティ
ア参加。

前年度より増加

・授業参観あるいは授業参加をする
ことで、生徒とのコミュニケーショ
ンが取りやすくなる。
・地区へのボランティア参加は生徒
の健全育成につながる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

50,000

50,000

前年度超え

3

3

2

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 中学校運営協議会

事業名 小中学校連携事業 ２

事業内容

・地域住⺠による授業サポート、授
業参加。
・生徒と地域住⺠の交流活動。
・三世代交流清掃等におけるボラン
ティア参加。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 220

事業効果

・授業参観、授業参加をすること
で、生徒とのコミュニケーション向
上に寄与できた。
・ふるさと愛し隊など地区へのボラ
ンティア参加は生徒の健全育成に寄
与できた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 50,000

助成金充当額（円） 50,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 地区イベントへのボランティア参加者数

目標値/実績値 220
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計画

・小中学校児童・生徒の登校や下校
時の安全の見守り。

600／小学生対象

・児童や生徒において、交通事故や
不審者などの不慮の事故がなくな
る。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

161,000

90,000

0

3

3

2

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 みまもり隊

事業名 小中学校連携事業 ３

事業内容
・小・中学校児童・生徒の登校や下
校時の安全の見守り。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 600／小学生対象

事業効果
・交通立哨等、登下校時の見守りを
行うことで、交通事故防止に寄与で
きた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 192,677

助成金充当額（円） 90,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 児童の不慮の事故発生件数

目標値/実績値 0
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計画

・小中学校児童・生徒の街頭パト
ロール。
・あいさつ運動。
・⻘少年の健全育成啓発活動。

100

・小中学校児童・生徒の健全な成⻑
が期待できる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

70,000

50,000

100

2

2

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 ふれあい運動推進員会

事業名 小中学校連携事業 ４

事業内容

・小中学校児童・生徒の街頭パト
ロール。
・あいさつ運動。
・⻘少年の健全育成啓発活動。

事業対象者 小中学校児童・生徒、または地区住⺠

参加者数（人） 100

事業効果
・街頭パトロール等を通じ、児童・
生徒の健全育成に寄与できた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 57,446

助成金充当額（円） 50,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 小中学校児童・生徒の街頭パトロール参加者数

目標値/実績値 100



12

計画

・体験学習、新春ハッスル大会、
ドッチビー大会、インリーダー育成
者研修
・上子連夏まつり

600／小学生対象

・子どもたちが安心して暮らせる。
・将来の上宇部地区を担うリーダー
が育っていく。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

335,000

170,000

200

2

3

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 子ども会育成連絡協議会

事業名 小中学校連携事業 ５

事業内容

・体験学習
・新春ハッスル大会
・ドッチビー大会
・逃走中（２回）
・インリーダー育成者研修
・子ども会体験会

事業対象者 小学校児童

参加者数（人） 600／小学生対象

事業効果

・さまざまな体験をさせることで、
こども同⼠のコミュニケーションの
向上が図れるとともに、子ども会の
魅力発信にも寄与できた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 414,739

助成金充当額（円） 170,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 行事参加者数

目標値/実績値 200



13

計画

・子どもの居場所づくり、子ども食
堂の開設。

50／回

・上級生や下級生、地域の大人と交
流することで、孤立する子どもが一
人でも少なくなることが期待でき
る。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

332,000

200,000

50

3

3

3

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 社会福祉協議会

事業名 小中学校連携事業 ６

事業内容
・子どもの居場所づくりのこども食
堂の開設（⽉１回）。

事業対象者 小学生

参加者数（人） 50／回

事業効果
・上級生や下級生、地域の大人との
交流により、児童が孤立しない居場
所づくりに寄与できた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年2⽉

予算額/決算額（円） 338,120

助成金充当額（円） 200,000

達成・未達成
の要因

施設の収容人数に制限があるため希
望者全員の受け入れができない状
況。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ⽉に１度のこども食堂への参加者数

目標値/実績値 50



14

計画

・地区内ごみステーションのパト
ロール及び分別指導。
・環境衛生に関する意識の向上のた
めの研修会。

地区全住⺠

・地区内ごみステーションの環境改
善による保健衛生の向上。
・分別強化によるごみ減量意識の向
上。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

475,000

100,000

段階的な向上の把握

3

3

2

2

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 環境衛生連合会上宇部支部

事業名 環境衛生事業

事業内容

・地区内ごみステーションのパト
ロール及び分別指導。
・空き缶回収。
・環境衛生に関する意識の向上のた
めの研修会。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 1,000

事業効果

・中学生の協力による空き缶回収作
業やごみ分別の研修等を通して、地
区内のごみ減量意識の向上に寄与で
きた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 477,248

助成金充当額（円） 100,000

達成・未達成
の要因

目標値を達成。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ごみ減量意識の向上

目標値/実績値 ごみ減量意識の向上



15

計画

・地区内のウォーキングを実施し、
名所・旧跡等地区のお宝を発見。
・他地域への視察研修。

100

・地区内をくまなく歩き、上宇部の
素晴らしさを再発見できる。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

83,500

61,000

25

3

3

3

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 まちづくりサークル

事業名 地域資源の活用事業 １

事業内容
・ビエンナーレ鑑賞。
・下関に視察研修。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 100

事業効果
・宇部の宝を鑑賞し、上宇部を含む
宇部の素晴らしさの再発見に寄与で
きた。

事業期間 令和６年４⽉〜令和７年３⽉

予算額/決算額（円） 83,548

助成金充当額（円） 61,000

達成・未達成
の要因

・コロナも落ち着いたため。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 施設視察研修参加者数

目標値/実績値 25



16

計画

・センター館内で作品展、屋外で演
芸、バザー。

500

・コミュニケーションの場づくり。
・団体同⼠の交流。
・将来のリーダーの発掘の場。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

330,000

150,000

１００％（参加者数前年度超え）

3

3

3

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 上宇部地域づくり協議会

事業名 地域資源の活用事業 ２（文化祭）

事業内容
・センター館内で作品展、屋外でス
テージ、バザー。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 800

事業効果
・住⺠の講座活動の成果披露やコ
ミュニケーションの場づくりに寄与
できた。

事業期間 令和６年１１⽉１６日、１７日

予算額/決算額（円） 287,060

助成金充当額（円） 150,000

達成・未達成
の要因

・コロナも落ち着いたため。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 地区住⺠の満⾜度

目標値/実績値 １００％（参加者数前年度超え）
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計画

・三世代の地区住⺠参加による、手
作りのどんど焼き

200

・地区の伝統継承。
・どんど焼きを通して心身をリフ
レッシュするとともに、多くの人と
の出会いの場となり、地区の絆を強
める。

令和６年４⽉〜令和７年３⽉

180,000

119,300

200

3

3

3

3

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 上宇部地域づくり協議会

事業名 地域資源の活用事業 ３（どんど焼き）

事業内容

・地区住⺠三世代が参加し、手作り
のどんど焼きを行い、宇部太鼓の演
奏を行うとともに、豚汁、ぜんざ
い、ふかし芋、もち、お茶を振る
舞った。

事業対象者 地区全住⺠

参加者数（人） 200

事業効果
・地区の伝統継承、三世代交流に寄
与できた。

事業期間 令和7年1⽉12日

予算額/決算額（円） 137,626

助成金充当額（円） 119,300

達成・未達成
の要因

・悪天候にも関わらず、ちらしの全
⼾配布などにより広報が行き届いた
ため。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 参加者数

目標値/実績値 200


